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四
月
号

発
行
所

財
団
法
み

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
中
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
願
寺
内
）

電
話
㈹
〇
三
コ
一
薗

振
替
東
京
　
三
芙
O
O

発
行
人
栗
本
俊
道

編
集
者
別
所
弘
因

印
刷
所
ル
ン
ビ
ニ
三

一

衆
参
両
院
仏
教
議
員
招
い
て

時
局
対
策
協
議
会
発
会
す

委
員
幹
事
会
で
運
動
方
針
を
検
討

　
全
身
時
局
対
策
協
議
会
の
発
会
披
露

懇
談
会
は
既
報
の
と
お
り
、
三
月
十
四

日
正
午
か
ら
東
京
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
お
い
て
仏
教
系
国
会
議
員
多
数
を

招
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
れ

に
先
立
っ
て
同
協
議
会
の
第
一
回
委
員

幹
事
会
が
同
所
で
午
前
十
時
三
十
分
か

ら
正
午
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
当
日

は
大
谷
光
照
会
長
以
下
、
二
重
総
長
、

委
員
幹
事
な
ど
計
六
∴
⊥
二
名
が
出
席

し
各
種
議
案
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
し

た
。
　
ま
つ
会
は
栗
本
総
主
事
の
司
会
に
よ

り
第
一
回
委
員
幹
事
会
を
開
催
す
る
旨

挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
白
山
副
委
員
長

金
剛
委
員
長
よ
り
夫
々
、
現
仏
教
界
に

山
積
せ
る
難
問
題
に
つ
き
説
明
し
、
委

員
の
意
見
を
徴
し
善
処
の
対
策
を
し
、

時
局
対
策
所
期
の
目
的
達
成
を
期
す
る

旨
協
力
方
を
要
請
し
た
。
終
っ
て
座
長

に
金
剛
委
員
長
が
着
席
し
議
事
に
入
っ

た
。
冒
頭
栗
本
総
主
事
か
ら
全
仏
組
織

の
別
置
機
関
と
し
て
、
、
山
積
せ
る
仏
教

界
諸
問
題
の
解
決
と
、
正
し
い
仏
教
の（写真）発会式で挨拶する大谷会長

興
隆
発
展
の
た
め
に
、
こ
の
協
議
会
を

持
つ
必
要
性
を
招
来
し
た
旨
述
べ
、
委

員
幹
事
の
推
薦
を
各
宗
派
か
ら
願
い
、

予
算
三
百
万
円
（
十
ケ
月
間
）
も
夫
々

常
務
理
事
会
及
全
国
宗
務
総
長
会
議
の

議
を
経
て
決
定
し
た
こ
と
、
委
員
に
は

各
宗
推
薦
者
の
外
に
、
各
宗
総
長
及
学

識
経
験
者
を
網
羅
し
て
委
嘱
し
た
こ
と

等
を
述
べ
、
協
議
会
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
農
地
、
墓
地
問
題
等
は
既
に
実
質

的
に
運
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
も
補

足
説
明
し
た
。
つ
い
で
栗
本
総
主
事
よ

り
出
席
の
各
委
員
幹
事
の
個
人
紹
介
が

な
さ
れ
た
。
次
い
で
運
動
方
針
に
つ
い

て
、　
①
仏
教
界
諸
問
題
の
情
報
、
資
料
の

　
　
調
査
収
集

　
②
排
他
的
宗
教
の
非
仏
教
運
動
の
調

　
　
査
研
究
。
仏
教
運
動
の
閾
明
と
純

　
　
正
化
を
期
す
る

　
③
寺
檀
関
係
の
再
編
成
へ
の
調
査
研

　
　
究

　
④
仏
教
理
念
に
基
く
政
治
、
経
済
、

　
　
教
育
の
綜
合
的
対
策

　
⑤
墓
地
、
農
地
、
権
益
問
題
等
の
政

　
　
治
的
解
決
策

　
⑥
出
版
、
講
演
、
研
修
及
び
適
切
な

　
　
る
広
報
活
動
の
展
開

　
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
残
さ
れ

た
短
期
間
に
お
い
て
具
対
的
対
策
が
樹

立
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
が
強
張
さ

れ
た
。
終
っ
て
増
永
委
員
よ
り
具
体
的

な
運
動
方
針
を
打
出
さ
れ
た
い
旨
の
要

望
が
あ
っ
た
が
、
第
一
回
目
の
会
合
で

あ
り
、
種
々
各
委
員
幹
事
の
意
見
を
徴

し
、
運
動
を
具
体
的
に
打
出
し
た
い
と

願
う
段
階
に
あ
る
。
常
任
委
員
を
選
出

し
て
対
策
、
検
討
す
る
線
も
考
え
ら
れ

る
旨
事
務
局
側
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
浜
田
、
摩
尼
委
員
よ
り
、
近
時
マ

ス
コ
ミ
の
企
業
形
態
が
大
き
く
、
世
間

の
批
判
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
宗
教
の

立
場
よ
り
そ
の
指
導
、
監
視
が
の
ぞ
ま

れ
て
い
る
と
の
意
見
の
開
陳
が
あ
っ
た

ま
た
吉
本
委
員
よ
り
宗
教
法
人
の
権
益

問
題
に
つ
い
て
の
検
討
、
伊
藤
（
道
）

…
」
｝

第
＋
騨
回
全
仏
会
議
九
州
大
会
要
項

－
i
聖
徳
太
子
精
神
高
揚
－
i

　
　
　
記

一、

咩
冝
@
昭
和
三
十
八
年
六
月
三

　
　
　
　
目
（
月
）
四
日
（
火
）

一、

?
黶
@
福
岡
市
　
電
気
ホ
ー
ル

一、

咊

　
　
　
◇
第
一
日
（
六
月
三
日
）

　
　
受
　
上
前
八
・
○
○

　
　
開
会
式
1
1
九
・
○
○

　
　
記
念
講
演
　
1
1
一
〇
・
○
○

　
　
　
　
講
師
　
ラ
ル
ジ
・
メ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
ト
ラ
駐
日
印
度

　
　
　
　
　
　
　
大
使
（
交
渉
中
）

　
　
総
　
　
会
　
1
1
一
一
・
○
○

　
　
休
　
　
憩
　
記
念
撮
影
・
昼

　
　
　
　
　
　
　
食

　
　
部
会
三
一
・
○
○

　　

?
ь
q
声
四
三
〇

　
　
　
◇
第
二
日
（
六
月
四
日
）

　
　
総
会
　

前
八
・
○
○

　
　
　
部
会
報
告
・
質
疑
応
答
・

　
　
　
届
休
紬
伏
・
ウ
旦
燃
口
決
勉
議
ガ
〈
聾
究
表

　
　
　
　
・
感
謝
決
議
・
次
期
開
催

　
　
　
地
発
表
・
議
長
挨
拶

　
　
閉
会
式
　
　
〃
一
一
・
○
○

　
　
観
光
出
発
　
後
　
一
・
○
○

一、

Q
加
申
込

1
、
資
格
　
全
仏
加
盟
各
宗
派
、

　
　
　
　
　
府
県
仏
教
会
無
難
団

　
　
　
　
　
体
の
推
薦
者

2
、
参
加
費
　
七
〇
〇
円
（
申
込

　
　
　
　
　
書
に
添
え
て
全
仏
宛

　
　
　
　
　
送
金
の
こ
と
）

3
、
期
限
　
四
月
末
日
迄

4
、
定
員
　
千
五
百
名
（
定
員
に

　
　
　
　
　
達
し
た
時
は
〆
切
る

　
　
　
　
　
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

「
宿
泊

1
、
申
込
所
　
福
岡
市
大
濠
町
本

　
　
　
　
　
願
寺
会
館
内
　
九
州

　
　
　
　
　
大
会
事
務
局
宛

2
、
宿
泊
（
全
部
旅
館
）
壱
千
五

　
　
　
　
　
　
百
円
（
一
泊
）
を
添

　
　
　
　
　
　
え
て
四
月
末
日
迄
に

　
　
　
　
　
　
申
込
む
こ
と

　
3
、
申
込
者
に
対
し
て
は
、
地
元

　
　
　
　
　
　
の
旅
館
か
ら
直
接
連

　
　
　
　
　
　
絡
致
し
ま
す

一、

c
　
題

聖
徳
太
子
の
和
の
精
神
を
現
代
に
生

か
そ
う
（
議
題
の
細
則
は
宗
派
団
体
に
既
に

発
送
済
み
で
あ
る
が
、
提
出
〆
切
り

は
四
月
十
五
日
と
す
る
）

一、

去
@
、
観
光
（
六
月
四
日
午
後

　
　
一
時
出
発
、
申
込
み
は
必
ず
必

　
　
要
金
額
を
添
え
て
、
四
月
末
日

　
　
迄
に
申
込
む
こ
と
、
定
員
に
達

　
　
し
た
時
は
〆
切
る
）

　
A
コ
ー
ス
（
市
内
観
光
）
　
菌
0
円

　
B
コ
ー
ス
（
　
1
1
　
）
　
三
九
〇
円

　
C
コ
ー
ス

　
　
①
（
三
泊
四
日
　
七
、
○
○
○
円
）

　
　
②
（
三
泊
四
日
　
六
、
八
○
○
円
）

　
D
コ
ー
ス
（
九
州
一
周
、
六
泊
七

　
　
　
　
　
　
日
　
　
三
、
七
〇
〇
円
）

備
　
考

　
1
、
参
加
費
は
全
仏
へ

　
2
、
観
光
、
宿
泊
費
は
九
州
大
会

　
　
事
務
局
宛
（
申
込
〆
切
四
月
末

　
　
日
）

　
3
、
納
入
の
諸
費
用
は
不
参
加
の

　
　
場
合
で
も
返
却
致
し
ま
せ
ん
。

　
4
、
観
光
、
視
察
の
場
合
一
コ
ー

　
　
ス
五
〇
名
以
下
の
場
合
は
、
コ

　
　
ー
ス
変
更
又
は
返
金
す
る
場
合

　
　
も
あ
り
ま
す
。

　
5
、
其
の
他
不
明
の
点
又
は
、
申

　
　
込
書
必
要
の
方
は
全
日
本
仏
教

　
　
会
に
御
連
垂
下
さ
い
。

◎
　
既
に
印
刷
配
布
し
た
要
項
（
チ

　
　
ラ
シ
）
の
中
で
、
観
光
D
コ
ー

　
　
ス
霧
島
一
泊
が
抜
け
て
お
り

　
　
ま
し
た
の
で
、
。
附
加
致
し
ま
す

，　　　　　㌧
鵡　　　　　　魂
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昭
和
三
十
八
年
度
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
歳
入
歳
出
予
算
歳
入
　
金
八
、
＝
五
、
○
○
○
円
也
　
歳
入
予
算
高
歳
出
金
八
、
一
二
五
、
○
○
○
出
訴
　
歳
出
予
算
高
　
　
　
歳
入
歳
出
差
引
残
金
な
し

科
　
　
　
　
　
　
　
　
目

㎝
増
△

目

予
　
算
　
額

多
年
匿
予
算
額

負
　
担
　
金
寄
　
付
　
金
未
納
激
収
金
賦
金
隔
子
雑
　
収
　
入

豊
O
q
O
O
O
円
内
；
q
O
：
＝
Q
q
ロ
O
O
昌
O
q
O
O
O
　
五
q
O
O
O
　
温
践
O
O
O
剛
O
R
O
O
O

畿

（
＝
耳
O
：

唄
（
九
昌
ロ
O
O

9
；
q
O
O
O

歳
　
　
　
　
　
　
　
　
出
目

項

目

予
　
算
　
額

前
年
匿
予
算
額

増
　
△
鹸

事
務
総
局
費

畷
（
（
唄

六

一

人
　
件
　
　
費

役
　
員
　
手
　
当
職
　
員
　
俸
　
給
躍
　
　
　
　
　
給
厚
　
　
生
　
　
費
戸
〆
積
立
金

昌
（
昌
『
　
　
　
O
『
（
熟
達
〇
〇
匂
さ
二
〇
ロ
一
＋
q
O
O
O
　
ユ
『
O
O
O

「
六
〇
『
；
q
：
O
蒙
コ
ニ
O
O
★
（
｝
二
〇
〇
一
調
q
O
O
O
　
訊
q
O
O
O

9
ニ
　
ロ
ム
；
：
O
O
Q
；
q
O
O
O
O
（
『
O
O
O
　
　
　
O

事
　
　
務
　
　
費

旅
　
　
　
　
　
費

q

二
〇
q

夷
蔓
事
務
局
費

関
西
事
務
局
費

六
ロ
R
O
ロ
0

六
ロ
R
O
O
O

口

絶
務
衡
費

一

一
昌
六
　
　
ロ

O

費

瑳
　
事
　
会
　
費
評
議
貿
会
費
各
租
委
員
会
費
会
　
　
議
　
　
費

（
「
O
ロ
O
＝
q
O
O
O
二
：
ロ
O
噌
；
R
O
O
O

　
一
〇
（
「
ロ
0
9
＝
：
O
O
二
q
ロ
：
一
瓢
R
O
O
O

共
遜
富
項
処
　
費

共
通
事
項
処
弁
費

：
Q
O
O
O

昌
三
q
O
O
O

研
究
費

調
査
研
究
費

一
〇
：
O
O

畠
O
O
O
O
ロ△
一
〇
〇
〇
〇
ロ

渉
　
　
外
　
　
費

渉
　
　
外
　
　
費

轟
O
『
O
：

こ
『
O
O
ロ

Ω
O
O
O
O
ロ

繊
織
局
費

三
六
q
O
ロ
O

；
一
q
O
O
OO
雄
O
　
ロ

織
強
化
費
組
織
強
化
費
国
内
仏
教
徒
会
議
費

噸
　
　
O
　
O
一
；
Q
O
O
O
ー
ロ
Q
O
O
O

ち
O
Q
O
ロ
O
昌
O
q
O
：
4
0
q
O
O
O

Q
1
0
ロ
O
O
O
五
q
O
O
O
　
　
　
O

教
　
化
　
　
費

講
　
習
　
会
　
三
教
　
化
　
諸
　
費

一
（
『
ロ
〇
一
〇
q
O
O
O
（
q
O
O
O

一
（
q
　
　
O
一
〇
Q
O
O
O
（
q
O
O
O

Q口

弘
　
報
　
　
費

機
関
誌
発
行
費
謬
伝
・
報
這
費

一
郭
q
甚
（
q
O
O
O
五
『
ロ
甲
O

四
呂
O
ロ
ロ
O
呂
（
竃
0
0
E
q
O
ロ
O

o
o
O

国
・
際
巨
費

瓦

国
際
運
動
費
鮪
外
嘘
使
獅
難
鰯
難
蹴
蹴
国
際
仏
　
運
動
費

五
　
q
O
O
O
；
：
O
O
一
〇
q
O
O
O
一
；
Q
O
O
O

，
低
0
0
0
0
0
；
：
O
O
二
9
0
0
一
；
一
q
O
O
O

雑
　
　
　
　
費

費

費

鳳
q
　
O
O

O

予
　
儒
　
費

予
　
備
　
費

予
　
　
　
　
’
費

六
q
O
O
ロ

△
皿
R

出
　
　
　
　
　
計

（
＝
耳
0
0
ロ

0
：
q
ロ
O
O
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全
仏
常
務
理
事
、
理
事
、
評
議
員
会

昭
和
…
π
八
年
度
予
算
を
可
決

加
盟
団
体
の
負
担
金
規
定
も
決
ま
る

　
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
常
務
理
事

会
、
評
議
員
会
、
理
事
会
は
夫
々
昭
和

冊
八
年
度
事
業
計
画
並
び
に
歳
入
歳
出

予
算
（
案
）
を
審
議
の
た
め
、
三
月
二

十
五
日
午
前
十
時
光
分
か
ら
東
京
港
区

の
曹
洞
宗
々
務
庁
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
た
。

　
ま
つ
常
務
理
事
会
は
午
前
十
時
帯
分

か
ら
開
か
れ
、
金
剛
理
事
長
開
会
拶
挨

を
な
し
、
総
務
局
主
事
伊
東
堅
姓
氏
か

ら
「
加
盟
団
体
の
負
担
金
に
関
す
る
規

程
」
　
（
案
）
を
朗
読
し
た
。
　
（
別
表
参

照
）
こ
れ
に
対
し
て
阿
部
理
事
よ
り
若

干
の
質
問
が
あ
り
、
本
規
程
の
一
部
を

修
正
し
決
定
を
見
た
。
つ
い
で
当
日
の

議
題
の
審
議
に
移
っ
た
。

　
議
　
題

一、

ｺ
和
冊
八
年
度
事
業
計
画
並
び
に

　
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
当
局
よ
り
昭
和
升
八
年
度
予
算
（
案

）
を
朗
読
し
若
干
の
質
疑
が
あ
っ
た
が

結
局
、
原
案
の
ま
ま
了
承
可
決
し
た
。

（
別
表
参
照
）
　
な
お
財
団
法
人
と
し

て
の
全
仏
の
性
格
上
、
ま
た
寄
附
行
為

か
ら
お
し
て
も
時
局
対
策
協
議
会
の
予

算
に
対
す
る
、
評
議
員
会
の
了
承
が
必

要
で
あ
る
と
の
意
見
が
阿
部
理
事
か
ら

出
さ
れ
、
一
同
了
承
し
、
後
刻
開
催
の

全
仏
評
議
員
会
に
追
加
議
案
と
し
て
上

程
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
な
お
こ
の
外
に
、
全
仏
が
憲
法
調
査

会
に
提
出
し
た
要
望
書
の
問
題
に
つ
き

種
々
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
、
十
二
時

五
分
過
ぎ
に
閉
会
と
な
っ
た
。
な
お
署

名
委
員
は
阿
部
竜
伝
、
岩
野
真
雄
の
両

常
務
理
事
。
出
席
者
は
、
阿
部
竜
伝
、

金
剛
秀
一
、
岩
野
真
雄
、
清
水
祐
之
（
代
4

倉
持
秀
峰
、
野
村
宗
春
、
末
広
愛
邦
、
金

子
弁
浄
、
太
田
享
昭
、
長
岡
慶
信
、
上
野

頼
栄
の
各
常
務
理
事
（
含
委
任
者
）
白

山
総
長
、
狩
野
、
石
川
局
長
、
別
所
部
長

伊
東
、
相
馬
、
鎌
田
主
事
、
福
井
書
記

　
次
い
で
評
議
員
会
は
午
後
十
二
時
二

十
分
よ
り
同
所
で
開
催
さ
れ
、
金
剛
理

事
長
塵
挨
を
な
し
、
議
長
に
小
野
塚
潤

澄
師
（
豊
山
派
）
を
推
挙
。
小
野
塚
議

長
挨
拶
を
な
し
、
　
「
加
盟
団
体
の
負
担

金
に
関
す
る
規
程
」
に
つ
き
伊
東
主
事

が
朗
読
、
終
っ
て
栗
本
局
長
よ
り
補
足

的
な
説
明
が
な
さ
れ
、
一
同
了
承
し
た

つ
い
で
「
昭
和
壮
八
年
度
歳
入
歳
出
予

算
案
」
に
つ
い
て
昨
年
度
と
比
較
し
て

著
る
し
く
増
減
の
あ
る
点
に
つ
き
説
明

が
な
さ
れ
、
桜
井
、
壬
生
、
二
宮
、
熊

野
（
代
）
等
か
ら
夫
々
若
干
の
質
疑
が

あ
っ
た
が
、
議
長
採
択
を
は
か
り
全
員

異
議
な
く
了
承
し
た
。
な
お
追
加
議
案

と
し
て
当
局
よ
り
出
さ
れ
た
「
時
局
対

策
協
議
会
十
ケ
月
予
算
」
が
附
議
さ
れ

三
百
万
円
に
つ
き
詳
細
に
説
明
が
な
さ

れ
了
承
を
得
た
。

　
な
お
新
た
に
常
務
理
事
に
就
任
し
た

金
子
弁
浄
（
日
蓮
）
、
清
田
寂
坦
（
天

台
）
の
一
一
、
並
び
に
理
事
に
奥
博
良

師
（
京
都
府
仏
）
が
就
任
し
た
旨
披
露

さ
れ
夫
々
了
承
を
得
た
。
こ
こ
で
一
旦

休
憩
が
宣
せ
ら
れ
、
午
後
一
時
か
ら
理

事
会
が
開
か
れ
た
。
金
剛
理
事
長
座
長

席
に
つ
き
、
評
議
員
会
に
て
了
承
を
得

た
、
昭
和
三
十
八
年
度
全
仏
予
算
に
つ

き
一
同
に
諮
り
、
全
員
異
議
な
く
了
承

可
決
を
見
た
。
次
い
で
署
名
委
員
に
倉

持
秀
峰
、
野
村
宗
春
両
師
を
指
名
し
、

両
師
署
名
の
後
、
午
後
一
時
四
十
五
分

閉
会
し
た
。

　
ひ
き
つ
づ
き
午
後
一
時
五
十
分
評
議

員
会
を
再
会
し
、
小
野
塚
議
長
よ
り
「

昭
和
升
八
年
度
事
業
計
画
並
に
歳
入
歳

出
予
算
案
に
つ
い
て
」
に
つ
き
説
明
、

了
承
方
を
求
め
、
全
員
異
議
な
く
了
承

し
た
。
終
っ
て
議
長
よ
り
二
宮
清
海
、

村
野
宣
忠
言
委
員
を
署
名
委
員
に
指
名

し
た
。

　
な
お
壬
生
照
順
委
員
よ
り
中
国
仏
教

代
表
招
請
に
つ
き
全
仏
の
今
後
の
努
力

方
の
要
望
が
あ
り
、
午
後
二
時
十
分
散

会
し
た
。

　
出
席
者
は
、
金
剛
秀
一
理
事
長
以
下

八
十
二
名
で
あ
っ
た
。

加
盟
団
体
の
負
担
金
に
関

す
る
規
程

第
一
条
　
こ
の
規
程
は
、
財
団
法
人
全

　
日
本
仏
教
会
寄
附
行
為
第
三
十
六
条

　
お
よ
び
第
四
十
条
の
規
定
に
従
い
財

　
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
に
加
盟
す
る

　
団
体
の
負
担
金
の
基
準
お
よ
び
そ
の

　
納
期
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

第
二
条
　
加
盟
団
体
を
分
け
て
、
宗
派

　
都
道
府
県
仏
教
会
お
よ
び
各
種
団
体

　
と
す
る
。

第
三
条
　
負
担
金
を
分
け
て
、
基
本
割
、

　
均
等
割
、
賛
助
金
お
よ
び
特
別
負
担

　
金
の
四
種
と
す
る
。

2
　
包
括
寺
院
が
七
十
か
寺
に
満
た
な

　
い
宗
派
の
寺
院
数
は
、
七
十
か
寺
と

　
み
な
す
。

第
四
条
　
特
別
負
担
金
以
外
の
負
担
金

　
の
基
準
額
は
、
別
表
第
州
号
に
よ
る

第
五
条
　
特
別
負
担
金
は
、
加
盟
宗
派

　
の
中
で
、
二
千
か
寺
以
上
の
寺
院
を

　
包
拮
す
る
宗
派
、
拠
出
を
承
認
す
る

　
宗
派
、
お
よ
び
所
属
寺
院
二
千
か
寺

　
以
上
の
都
道
府
県
仏
教
会
の
負
担
金

　
を
い
い
、
そ
の
負
担
額
は
、
別
表
第

　
二
号
お
よ
び
同
第
三
号
に
よ
る
。

第
六
条
　
負
担
金
の
納
期
は
、
次
の
通

　
り
と
す
る
。

　
一
前
期
基
本
割
　
そ
の
年
度
の
四

　
　
月
二
日
か
ら
入
月
三
十
一
日
ま
で

　
二
後
期
均
等
割
お
よ
び
賛
助
金

　
　
そ
の
年
度
の
九
月
一
日
か
ら
十
一

　
　
月
三
十
日
ま
で
。

第
七
条
　
宗
派
基
本
割
お
よ
び
団
体
基

　
本
割
の
端
数
が
一
〇
〇
円
に
満
た
な

　
い
と
き
は
、
一
〇
〇
円
と
す
る
。

第
八
条
　
特
別
負
担
金
の
納
期
は
、
そ

　
の
宗
派
お
よ
び
都
道
府
県
仏
教
会
と

　
合
議
の
上
で
決
定
す
る
。

第
九
条
　
こ
の
規
程
を
変
更
し
よ
う
と

　
す
る
と
き
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経

　
て
、
理
事
長
が
変
更
す
る
。

　
　
付
則

　
こ
の
規
程
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
号

特
別
負
担
金
額

茜
○
、
O
O
O
円

高
○
、
○
O
O
円

三
四
Q
、
○
○
○
円

i四四四六六九八〇三
）○○○〇三一七五〇、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、　　　、

）O（＝）OOQOOOO
）○○OooOoOoうくつ　く　　くこつ　　くこつ　

i円円円円円円円円円

特
別
負
担
金
額

三三五五五五1五鼠五五∂
○⊂）OOO（；）OOOOOヘ　　ヘ　　へ　　も　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

　　　　　　　　　　　　［
○OOOOOOOOOO，・OoOOOOOOo（）○　　こつ　くつ　こつ　くっくつ　
円円円円円円円円円円円

δ
、
○
○
○
円

6
、
○
○
○
円

δ
、
○
○
○
円

δ
、
○
○
○
円

δ
δ
O
O
円

加
盟
団
体
　
負
担
金
の
種
類

負
　
　
担
　
　
金
　
　
額

宗

派

賛均基

二等本

金守袋

包
括
寺
院
一
か
寺
に
つ
き

理
事
一
人
に
つ
き

　
　
六
〇
円

五、

n
O
O
円

δ
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
基

都
道
府
県
仏
教
会
　
　
均

　
　
　
　
　
　
　
「
賛

　
　
　
　
　
　
　
．
基

各
　
種
団
　
体
　
均

　
　
　
　
　
　
　
　
賛

助等本1助等本

金割害晒　金割割

所
属
寺
院
一
か
寺
に
つ
き
　
　
　
蓋
円

理
事
一
人
に
つ
き

理
事
一
人
に
つ
き

　
　
五
、
○
○
○
円

　
δ
、
○
O
O
円

二、

n
O
O
円
以
上

　
　
五
、
○
O
O
円

　
δ
、
O
O
O
円
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四
月
（
日
時
）
会
場
・
内
容
等

　
三
日
二
時
自
性
院
花
祭
り
子
供

　
　
　
　
大
会
城
東
仏
教
団

　
〃
　
七
時
　
亀
戸
会
館
　
花
祭
り
子

　
　
　
　
供
大
会
　
城
東
仏
教
団

　
四
日
一
時
　
太
宗
寺
　
新
宿
一
丁
目

　
　
　
　
よ
り
稚
児
供
養
　
会
場
に
て

　
　
　
　
灌
仏
法
要
子
供
大
会
　
四
谷

　
　
　
　
仏
教
会
　
四
谷
花
祭
り
奉
賛

　
　
　
　
会

　
－
－
　
二
時
　
竜
光
寺
　
花
祭
り
子
供

　
　
　
　
大
会
　
城
東
仏
教
団

1川l11川1川！川1当Illll川蹴川1川川lll川川川川川11illlhlll川川Illllll目川1川川川川Illlll川目巳

1～都内各所の花まつり行事～1
川1目川lll【lllllllllll川川川1川川、1川1川1川1川川lll川Ili川1星川川lii川1川川川川l111川1川川川

六
日
二
時

　
　
　
子
供
大
会

〃
　
七
時

　
　
　
大
会

■
1
1
　
七
時

　
　
　
の
夕

　
　
　
浅
草
仏
教
会

－
－
　
三
時
　
池
袋
三
越
食
堂
　
花
祭

　
　
　
り
前
夜
祭
　
豊
島
仏
教
会

〃
　
一
時
　
大
谷
ホ
ー
ル
　
花
祭
り

　
　
　
子
供
大
会
　
浅
草
仏
教
会

七
日
十
時
　
仏
教
セ
ン
タ
ー
　
記
念

四
日
七
時
　
法
話
寺

　
　
　
花
祭
り
子
供
大

　
　
　
会
　
城
東
仏
教

　
　
　
団

五
日
二
時
　
東
覚
寺

　
　
　
花
祭
り
慶
賛
法

　
　
　
要
　
城
東
仏
教

　
　
　
団

六
日
一
時
　
大
法
寺

　
　
　
花
祭
り
大
会

　
　
　
杉
並
仏
教
会

六
日
一
時
　
梅
窓
院

　
　
　
法
要
と
子
供
映

　
　
　
画
大
会
　
花
い

　
　
　
っ
ぱ
い
運
動
に

　
　
　
協
力
風
船
五
〇

　
　
　
〇
個
を
飛
ば
す

　
　
　
赤
坂
仏
教
会

亀
戸
幼
稚
園
、
花
祭
り

　
　
　
城
東
仏
教
団

光
明
寺
　
花
祭
り
子
供

　
城
東
仏
教
団

台
東
図
書
館
　
花
祭
り

　
講
演
寺
内
大
吉
師

　
　
　
講
演
宮
本
正
尊
博
士
　
神
田

　
　
　
寺

七
日
十
時
　
日
ノ
出
村
公
民
館
　
講

　
　
　
演
　
御
詠
歌
　
仏
教
劇
と
映

　
　
　
画
　
秋
川
仏
教
会

7
1

1
1

1
1

〃〃〃1
1

7
1六

日
七
時

七
日
終
日

八
日
十
時

〃〃1
1

一
時
　
仏
教
セ
ン
タ
ー
　
花
祭

　
り
前
夜
祭
林
家
三
平
　
ビ

　
ル
マ
の
竪
琴
　
神
田
寺

一
時
光
明
院
　
花
祭
り
法
要

杉
並
仏
教
会

一
時
と
げ
ぬ
き
地
蔵
出
花

　
祭
り
大
会
　
豊
島
仏
教
会

一
時
　
萩
寺
　
花
祭
り
俳
句
大

会
　
城
東
仏
教
団

一
時
　
護
国
寺
　
十
五
周
年
記

　
念
花
祭
り
供
養
　
時
代
祭
大

　
名
行
列
　
護
国
寺
供
養
会

護
国
寺
振
興
会

一
時
　
白
木
屋
　
花
御
堂
飾
り

　
法
要
等
　
日
本
橋
仏
教
会

二
時
世
尊
院
花
祭
り
法
要

　
杉
並
区
仏
教
会

三
時
中
央
児
竜
相
談
所
花

　
祭
り
子
供
大
会
　
豊
島
仏
教

　
会
　
　
　
石
浜
小
学
校
　
花
祭
り

　
前
夜
祭
、
映
画
観
賞
　
浅
草

　
仏
教
会

　
　
　
向
島
百
花
園
ほ
か
向

島
仏
教
会

　
　
　
ス
ミ
ダ
劇
場
　
子
供
と

　
母
の
花
祭
り
大
会
　
日
本
仏

　
教
鑛
出
会
　
東
京
仏
教
保
育

　
協
会

十
時
　
浅
草
寺
観
音
堂
　
釈
尊

　
降
誕
法
要
　
浅
草
仏
教
会

十
時
　
高
尾
山
仏
舎
利
塔
　
釈

　
尊
降
誕
法
要
　
東
京
都
慰
霊

　
協
会一
時
交
京
公
会
堂
花
祭
り

　
記
念
大
会
式
典
と
講
演
　
演

　
芸
大
会
　
東
京
花
祭
り
会

　
　
　
丈
京
区
仏
教
会
　
　
　
　
　
　
…

八
日
一
時
　
品
川
公
会
堂
　
降
誕
会
｝

　
　
　
　
　
　
　
品
川
仏
教
連
合
一

　
　
　
子
供
大
会

二
獄
離
離
会
些

　
　
　
児
大
行
列
　
豊
島
仏
教
会
　
　
［

〃
　
一
時
　
持
宝
院
　
花
祭
り
慶
賛
一

　
　
　
法
要
　
城
東
仏
教
団
　
　
　
　
一

－
－
　
一
時
　
長
遠
寺
　
花
祭
り
大
会
一

　
　
　
　
花
祭
り
書
道
展
　
浅
草
仏
．

　
　
　
教
会

1
1
　
一
時
置
日
比
谷
公
会
堂
　
音
楽

　
　
　
法
要
と
献
茶
灌
仏
　
花
祭
り

　
　
　
芸
能
大
会
　
日
本
仏
教
鐙
仰

　
　
　
会
　
仏
教
諸
団
体
連
合

〃
　
一
時
新
井
薬
師
梅
照
院
地

　
　
　
元
町
天
花
祭
り
大
会
　
中
野

　
　
　
仏
教
会

－
－
　
一
時
　
新
宿
生
活
館
　
灌
仏
会

　
　
　
法
話
演
芸
　
牛
込
仏
教
会

1
1
　
一
時
　
中
野
区
内
下
寺
　
子
供
一

　
　
　
花
祭
り
大
会
　
中
野
仏
教
会

〃
　
三
時
　
文
京
児
童
会
館
　
子
供

　
　
　
花
祭
り
大
会
　
小
石
川
仏
教
．

　
　
　
会

1
1
　
終
日
　
吾
嬬
地
区
原
公
園
他

　
　
　
花
祭
り
大
会
　
向
島
仏
教
会

九
日
十
時
　
ス
ミ
ダ
劇
場
　
子
供
と

　
　
　
母
の
花
祭
り
大
会
　
日
本
仏

　
　
　
教
鑛
福
野
　
仏
教
タ
イ
ム
ズ
、

　
　
　
社

1
1
　
十
時
　
上
野
松
坂
屋
　
店
内
稚

　
　
　
児
行
列
　
花
柳
秀
日
本
舞
踊
一

　
　
　
榊
原
舞
踊
団
の
印
度
舞
踊

　
　
　
駒
込
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　
　
　
下
谷
仏
教
会

九
日
～
十
四
日
　
日
本
橋
三
越
　
絵

　
　
　
画
　
書
道
彫
刻
工
芸
展
観

　
　
　
現
代
仏
教
芸
術
院

十
日
～
二
十
九
日
　
読
売
ホ
ー
ル

　
　
　
鑑
真
和
上
千
二
百
年
奉
賛
記

　
　
　
念
公
演
「
天
平
の
彊
」
観
劇

　
　
　
　
の
集
い
　
東
京
仏
教
団
　
劇

　
　
　
団
前
進
座

十
日
十
時
　
三
越
劇
場
　
子
供
と
母

　
　
　
　
の
花
祭
り
大
会
　
日
本
仏
教

　
　
　
鎖
仰
会
　
東
京
仏
教
保
育
協

　
　
　
会

　
十
二
日
十
時
　
白
木
ホ
ー
ル
　
子
供

　
　
　
　
と
母
の
花
祭
り
大
会
　
日
本

　
　
　
仏
教
鑓
面
会
　
仏
教
諸
団
体

　
　
　
連
合

　
十
四
日
一
時
　
八
王
子
繊
維
貿
易
館

　
　
　
　
稚
児
供
養
灌
仏
法
要
　
素
人

　
　
　
　
の
ど
自
慢
大
会
　
八
王
子
仏

　
　
　
　
教
会

五
月
　
八
日
一
時
　
板
橋
区
民
会
館
　
街
頭

　
　
　
　
パ
レ
ー
ド
　
法
話
　
演
非
云

　
　
　
　
板
橋
立
仏
教
会
　
淑
徳
学
園

‘
＜
団
国
ω
肩
磯
℃
》
罠
鳩
勺
国
図
＞
U
国
Z
譲
，

鋭
O
国
曜
ド
O
Z
●

　
　
ナ
ム
ギ
ヤ
ル
王
子
の
結
婚
式
へ

　
　
　
全
農
か
ら
祝
辞
お
く
る

　
　
全
一
で
は
三
月
十
八
日
、
既
報
の
シ

　
ッ
キ
ム
国
ナ
ム
ギ
ャ
ル
王
子
の
結
婚
式

　
に
際
し
て
航
空
便
で
祝
辞
を
お
く
り
、

仏
教
精
神
を
通
じ
て
日
本
と
の
友
好
増

進
を
祈
念
し
た
。
な
お
結
婚
式
は
三
月

　
二
十
日
シ
ッ
キ
ム
の
首
都
ガ
ン
ト
ク
市

　
の
王
宮
大
広
間
で
、
各
国
外
交
官
、
三

二
徒
代
表
を
招
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ

　
た
。

O
各
宗
派
、
前
仏
人
事
交
代
に
伴
い
全
・

　
仏
役
員
交
代

　
真
言
宗
山
階
派
宗
務
総
長
に
川
原
快

高
師
就
任
。
全
野
評
議
員
に
就
任
。

三
月
十
一
日
付

　
京
都
府
仏
教
会
理
事
長
奥
博
良
師
は

全
智
評
議
員
及
び
理
事
に
就
任
す
。

　
日
蓮
宗
々
務
総
長
に
金
子
弁
轡
師
就

任
。
全
仏
評
議
員
、
理
事
に
就
任
。

　
在
セ
イ
ロ
ン
　
田
村
氏
か
ら
便
り

　
英
文
仏
教
百
科
辞
典
編
纂
の
た
め
昨

一
年
六
月
か
ら
セ
イ
ロ
ン
に
渡
っ
て
い
る

田
村
晃
祐
氏
か
ら
便
り
が
と
ど
い
た
が

一
着
任
以
来
緑
と
温
暖
の
中
で
元
気
一
杯

過
し
て
お
り
、
た
だ
一
人
の
日
本
人
編

纂
所
員
と
し
て
残
る
一
年
有
余
の
滞
在

期
間
を
が
ん
ぽ
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
田
村
氏
は
い
ま
左
記
に
滞
在
し
て

　
い
る
。

　
　
　
訣
O
尾
¢
　
↓
≧
≦
d
閑
〉
燭

　
ゆ
α
U
U
ロ
一
ω
↓
国
Z
O
磯
O
ピ
O
℃
〉
国
U
一
＞

　
0
9
≦
誘
い
》
↓
一
〇
Z
O
弓
勢
O
蝉
　
d
Z
一

　
タ
イ
仏
教
会
へ

　
　
　
　
大
谷
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ヂ

　
創
立
三
十
年
を
迎
え
た
タ
イ
国
仏
教

．
会
で
は
、
既
報
の
通
り
記
念
出
版
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
四
仏
で
は
去
る

三
月
二
十
日
大
谷
会
長
名
に
よ
っ
て
メ

・
ッ
セ
ー
ヂ
を
送
っ
た
。
な
お
メ
ッ
セ
ー

ヂ
は
こ
の
記
念
出
版
物
の
巻
頭
を
か
ざ

　
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
台
湾
物
故
邦
人
慰
霊
塔
完
成

　
　
四
月
九
日
　
築
地
本
願
寺
で
除
幕
式

　
台
湾
で
死
亡
し
た
日
本
人
の
霊
を
慰

　
あ
る
た
め
、
台
湾
物
故
者
慰
霊
塔
建
設

会
（
長
谷
川
清
会
長
）
で
は
、
か
ね
て

　
か
ら
東
京
築
地
本
願
寺
境
内
に
慰
霊
塔

　
の
建
設
を
す
x
め
て
い
た
が
、
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
そ
の
除
幕
、
納
骨
式
が
四

　
十
九
日
同
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　
　
な
お
同
慰
霊
塔
に
は
、
一
万
三
千
柱

　
の
分
骨
が
お
さ
め
ら
れ
る
。

　
　
当
日
は
大
谷
光
照
本
願
寺
派
門
主
を

　
は
じ
め
二
目
総
長
が
列
席
し
焼
香
し
た

　μ　
ち

帖脚潤姻
婆……
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築
地
本
願
寺
に
五
百
余
名
が
参
列

故
フ
オ
ン
セ
ヵ
大
使
追
悼
葬
送
式

三
笠
宮
殿
下
も
焼
香
に
参
列

　
駐
日
セ
イ
ロ
ン
大
使
サ
ー
・
ス
サ
ソ

タ
・
デ
・
フ
オ
ソ
セ
カ
閣
下
追
悼
葬
送

式
は
、
日
本
仏
教
徒
有
志
一
同
（
葬
儀

委
員
長
長
井
真
琴
博
士
）
の
主
催
、
全

納
協
賛
に
よ
っ
て
三
月
二
十
四
日
午
後

四
時
か
ら
小
雨
降
る
東
京
築
地
本
願
寺

本
堂
に
お
い
て
五
百
人
が
集
ま
り
し
め

∵努ワウ㌧：

る〆
毒・：

磁沸
罐銃

身
灘
饗
箔
，

（写真）弔辞をのべる長井真琴博士

や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　
式
は
全
仏
狩
野
組
織
局
長
の
司
会
に

よ
り
は
じ
め
ら
れ
、
長
井
葬
儀
委
員
長

の
弔
辞
に
ひ
き
つ
づ
き
、
故
大
使
と
十

年
あ
ま
り
の
親
交
の
あ
っ
た
福
島
県
伊

達
町
立
伊
達
中
学
生
代
表
が
切
々
た
る

お
別
れ
の
こ
と
ば
を
の
べ
、
参
会
者
の

中
か
ら
す
x
り
泣
き
の
声
が
き
か
れ
た

つ
い
で
清
水
祐
之
築
地
本
願
寺
輪
番
導

師
の
も
と
同
寺
一
山
僧
侶
の
読
経
が
は

じ
ま
り
、
各
宗
派
代
表
の
栗
本
俊
道
師

（
浄
土
）
、
白
山
亮
一
師
（
大
谷
派
）

岡
野
正
道
師
（
孝
道
教
団
）
、
清
水
谷

恭
順
師
（
浅
草
寺
）
、
高
階
瑠
仙
師
、

岩
本
勝
俊
師
、
別
所
竜
城
師
（
曹
洞
）

末
広
愛
邦
師
（
大
谷
派
）
ら
が
唱
和
し

た
。
つ
い
で
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
二

十
数
式
に
上
る
弔
電
が
披
露
さ
れ
、
終

っ
て
故
大
使
令
嬢
を
は
じ
め
、
三
笠
宮

殿
下
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使
夫
妻
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
大
使
、
李
方
子
全
日
仏
婦
副
会

長
、
セ
イ
ロ
ン
大
使
館
員
、
留
学
生
、（写真）本堂をうめた参列者

一
般
の
順
に
焼
香
が
行
わ
れ
、
香
煙
は

つ
き
る
こ
と
な
く
三
内
に
た
だ
よ
っ
て

い
た
。
一
般
焼
香
が
終
り
、
最
後
に
長

井
葬
儀
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
っ
て
午
後

五
時
二
十
分
頃
閉
式
と
な
っ
た
。

　
な
お
遺
体
は
同
夜
築
地
本
願
寺
に
仮

安
置
さ
れ
、
翌
二
十
五
日
午
前
九
時
置

ら
同
本
堂
に
お
い
て
在
日
外
交
団
の
告

別
式
が
あ
り
、
同
日
午
後
四
時
羽
田
発

の
特
別
機
で
折
り
か
ら
の
強
風
の
中
を

セ
イ
ロ
ン
へ
薫
っ
た
。
羽
田
へ
は
在
日

外
交
団
、
日
本
山
妙
法
寺
の
僧
侶
ら
、

仏
教
徒
が
多
数
見
送
っ
た
が
、
全
仏
か

ら
石
川
国
際
局
長
と
鎌
田
主
事
ら
が
見

送
っ
た
。

　
組
織
教
化
委
員
会
開
催

　
全
量
組
織
教
化
委
員
会
は
、
去
る
三

月
二
十
五
日
午
後
三
時
よ
り
曹
洞
宗
々

務
庁
で
開
催
さ
れ
、
主
と
し
て
第
十
一

回
九
州
大
会
開
催
の
件
並
に
第
八
回
講

習
会
の
件
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。

　
当
日
の
出
席
者
は
左
記
の
通
り

新
美
孝
道
、
賀
来
琢
磨
、
長
田
恒
雄
、

五
島
宗
宣
、
小
池
覚
淳
、
塩
入
亮
達
、

田
野
酔
興
（
熊
野
竜
夫
氏
）
、
野
村
宗

春
、
内
山
憲
尚
、
権
藤
円
立
、
吉
水
智

承
、
川
田
聖
見

　
各
氏
よ
り
左
の
よ
う
な
意
見
が
開
陳

さ
れ
た
。

O
大
会
に
つ
い
て

　
聖
徳
太
子
の
和
の
精
神
と
い
っ
て
も

少
こ
し
ば
く
ぜ
ん
と
し
て
い
る
か
ら
、

ポ
イ
ン
ト
を
お
く
よ
う
に
し
た
ら
ど
う

か
、
特
に
一
般
大
衆
に
結
び
つ
く
点
を

討
議
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
（
賀
来
）

花
一
杯
運
動
や
、
国
土
美
化
運
動
な
ど

社
会
の
人
た
ち
に
直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る

よ
う
な
宗
教
家
ら
し
い
運
動
も
し
て
見

た
ら
ど
う
か
（
長
田
）
、
兎
に
角
、
在

家
の
仏
教
徒
に
も
っ
と
呼
び
か
け
る
運

動
を
も
り
上
げ
よ
（
小
池
）
、
現
在
仏

教
婦
人
が
老
人
と
青
年
に
分
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
こ
れ
は
ま
つ
い
こ
と
だ
。

歌
こ
え
運
動
の
よ
う
な
も
の
で
も
運
ん

に
し
て
和
の
精
神
を
自
然
の
う
ち
に
も

り
上
げ
よ
（
内
山
）
、
コ
ー
ラ
ス
隊
、

聖
歌
隊
の
活
用
を
も
っ
と
盛
ん
に
し
て

大
会
の
ム
ー
ド
を
も
り
上
げ
よ
（
賀
来
）

現
在
の
定
款
内
容
で
は
教
化
の
具
体
的

実
践
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か

ら
、
時
局
対
策
協
議
会
と
い
う
も
の
を

作
っ
て
す
で
に
発
足
し
た
。
こ
の
部
門

で
具
体
化
し
た
い
（
金
剛
理
事
長
）

O
講
習
会
に
つ
い
て

　
議
題
並
に
日
時
其
の
他
具
体
的
内
容

に
つ
い
て
は
後
程
当
局
案
を
示
し
た
い

が
先
づ
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
う
け
た
ま

わ
り
た
い
（
狩
野
）

　
学
会
問
題
は
身
延
山
大
会
の
時
、
身

延
山
当
局
が
「
こ
の
問
題
は
私
共
に
任

せ
て
く
れ
」
と
い
っ
た
が
そ
の
後
只
今

の
よ
う
に
全
仏
教
界
の
問
題
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
（
五
島
）

　
相
手
を
只
悪
く
い
っ
て
攻
撃
す
る
だ

け
で
は
い
け
な
い
。
む
し
ろ
仏
教
徒
自

身
が
ど
う
い
う
態
度
を
と
っ
た
ら
よ
い

か
を
研
究
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
（
内
山
）

　
講
習
会
は
只
、
え
ら
い
人
の
話
を
拝

聴
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
身
体
や
手

足
を
動
か
す
こ
と
、
つ
ま
り
歌
や
踊
り

（
勿
論
仏
教
徒
の
）
を
お
ぼ
え
て
帰
る

と
い
っ
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
コ
ソ
を
加
味

す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
と

思
う
（
加
来
）

　
仏
教
界
出
身
の
教
職
者
（
小
、
中
学

校
の
先
生
）
の
再
教
育
を
せ
よ
（
吉
水
）

　
講
習
会
で
な
く
研
修
会
と
い
う
名
称

に
す
べ
き
だ
、
身
体
を
う
ご
か
し
て
得

る
収
穫
が
あ
れ
ば
研
修
会
自
体
が
若
返

え
る
の
で
は
な
い
か
（
賀
来
）

　
昨
年
の
講
習
会
（
禅
、
浄
土
、
密
教

題
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
か

ら
安
心
を
き
く
）
は
大
変
よ
か
っ
た
と

思
う
（
新
美
）

　
講
師
も
仏
教
畑
の
人
だ
け
で
な
く
在

家
の
一
芸
一
道
に
秀
で
た
人
の
意
見
を

き
く
こ
と
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
（
長
田
）

ら
　
り
も
ノ
こ
り
つ
ニ
リ
の
ご
り
の
コ
よ
も
　
ち
ゴ
こ
り
の
こ
り
つ
の
り
　
も
り
ち
ド
　
り
り
　
リ
ナ
ゆ
ご
り
ら
リ
ヤ
り
ち
の

踊
創
価
学
会
批
判
　
湖

｛
　
　
　
編
　
者
　
国
柱
会
教
務
部
　
晒

｝
　
　
　
発
行
所
　
東
京
都
江
戸
川
区
酬

噛
　
　
　
　
　
　
　
一
之
江
四
の
十
三
幅

師
　
　
　
　
　
真
世
界
社
｛

脚
　
定
価
一
部
百
升
円
頭
野
師

脚
第
七
回
講
習
会
紀
要
晒

｝
　
　
増
永
霊
鳳
、
篠
田
竜
雄
、
蓬
茨
仰

帥
　
祖
運
、
那
須
政
隆
、
石
川
泰
道
”

（
　
　
各
講
師
が
夫
々
禅
、
念
仏
、
題
晒

解
　
　
目
、
密
教
の
四
部
門
に
つ
き
専
騨

晒
　
門
的
見
地
か
ら
講
述
し
た
、
布
騨

へ
　
　
教
家
必
見
の
書
！
　
　
　
　
　
凸

騨
　
　
　
定
価
一
部
百
三
十
円
送
料
共
W

｛
　
　
　
申
込
み
は
い
つ
れ
も
　
　
　
肖

W
　
　
　
　
全
仏
　
組
織
局
宛
　
　
㌔

…
全
仏
必
携
　
…

、
O
宗
教
法
人
・
法
人
（
地
方
登
録
）
い

　

〉
税
法
関
係
法
規
・
墓
地
埋
葬
等
に
関
、

｝
す
る
法
規
集
・
全
野
定
款
・
加
盟
宗

（
派
、
一
睡
、
団
体
諸
役
員
名
簿
・
各
、

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

〃
宗
役
員
名
簿
・
各
宗
総
本
山
・
別
格

ノ

蘇
塾
瓢
講
爆
臨
鰍
雛
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
三
唱
隷
離
洲
鶴
瀬
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

〃
世
教
本
部
所
在
地
・
そ
の
他
二
百
五
、

ノ

…＋

ﾅ
仏
教
徒
必
要
！
選
少
…

　
O
体
裁
1
1
新
書
版
、
携
帯
に
便
利
　
㎝

　。

阮
ﾉ
誕
鱒
難
）
…

へ
　
振
替
東
京
五
九
五
四
七
番
｝

噛　　　　｝　　＾　　　4
馳　　　　　　，
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O
　
西
本
願
寺
で
は
宗
務
所
職
員
対
称

　
に
〃
集
団
力
学
”
の
研
究
会

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
で
は
二

　
月
二
二
日
か
ら
三
月
の
年
度
内
に
前

　
後
六
回
に
わ
た
っ
て
、
伝
道
院
が
主

　
催
と
な
り
、
宗
務
所
職
員
を
対
称
に

　
〃
集
団
力
学
”
を
テ
ー
マ
と
し
て
特

　
別
研
究
会
を
開
く
。
こ
れ
は
末
寺
の

　
本
山
へ
の
不
信
感
を
解
消
す
る
た
め

　
に
は
先
ず
宗
務
所
員
が
門
末
か
ら
信

　
頼
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
い
う

　
わ
け
で
、
門
信
徒
会
づ
く
り
運
動
の

　
推
進
と
共
に
研
修
会
や
集
団
活
動
が

　
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ

　
の
理
論
と
実
践
と
を
職
員
の
身
に
つ

スユ仏教界二

　
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

　
の
。

O
．
真
言
宗
智
山
派
で
教

　
学
大
系
の
集
大
成
を
準

　
備
。

　
真
言
宗
智
山
派
で
は
来

　
年
中
ま
で
に
同
派
の
教

　
学
大
系
を
集
大
成
し
、

　
菊
版
五
〇
〇
頁
の
布
教

　
資
料
二
〇
冊
を
発
刊
す

　
べ
く
本
年
度
分
の
予
算

　
も
獲
得
し
準
備
を
進
め

　
て
い
る
。

・
O
　
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
で
は
、
明

　
春
行
な
わ
れ
る
始
祖
峨
山
禅
師
遠
忌

　
の
記
念
事
業
で
あ
る
祖
堂
の
上
棟
式

　
が
四
月
上
旬
に
挙
げ
ら
れ
る
見
込
み

　
と
な
っ
た
が
、
ま
た
本
山
当
局
で
は

　
こ
の
ほ
ど
そ
の
維
持
運
営
の
財
源
策

　
の
一
つ
と
し
て
、
境
域
の
尊
厳
を
損

　
わ
な
い
団
地
住
宅
二
〇
〇
戸
を
建
て

　
る
計
画
が
な
さ
れ
そ
い
る
。

O
　
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
で
は
》

　
二
月
一
八
日
か
ぢ
三
日
間
東
京
の
真

　
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
に
お
い
て
第
一

　
回
青
少
年
教
化
研
究
会
な
開
き
、
　
「

　
現
代
に
お
け
る
青
少
年
教
化
の
問
題

　
し
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

　
日
曜
学
校
に
お
け
る
教
育
理
念
や
日
・

　
曜
学
校
の
開
設
と
運
営
を
め
ぐ
る
研

　
究
座
談
会
、
日
曜
学
校
の
諸
形
態
と

’
新
し
い
児
童
心
理
学
に
か
ん
す
る
講
．

　
義
等
に
よ
っ
て
同
協
議
会
の
具
体
的

　
進
め
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
運
動
■

　
推
進
の
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
に

　
、
指
定
の
七
モ
デ
ル
地
区
か
ら
各
々

　
六
名
を
選
ん
で
行
な
お
う
あ
い
う
の

　
で
あ
る
。

O
　
大
阪
府
仏
教
会
の
結
成

　
都
市
寺
院
の
綜
合
的
な
仏
教
会
議
の

　
開
催
を
面
ざ
し
て
き
た
大
阪
府
仏
教

　
会
（
会
長
間
野
敬
重
師
）
で
は
、
こ

　
の
ほ
ど
府
下
各
寺
院
を
網
羅
し
た
大

　
雪
仏
教
会
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り

　
二
月
コ
ニ
日
第
一
回
の
大
会
を
大
阪

　
朝
日
生
命
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　
協
議
題
は
、
青
少
年
育
成
問
題
・
仏

　
教
軽
視
の
問
題
を
中
心
と
し
た
「
仏

　
教
は
今
後
如
何
に
あ
る
べ
き
か
」
で

　
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
は
昨
年
五
月
に

・
二
仏
の
大
会
が
大
阪
で
の
開
催
を
機

　
に
、
昨
年
の
暮
れ
ご
ろ
か
ら
府
市
両

　
仏
教
会
役
員
の
間
で
準
備
が
進
め
ら

　
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

O
　
真
宗
大
谷
派
で
は
去
る
三
十
六
年

　
の
大
遠
忌
法
要
を
期
し
、
そ
の
前
年

　
で
あ
る
三
十
五
年
十
一
月
宗
門
の
現

　
組
織
を
動
員
し
て
同
派
全
国
の
寺
院

　
、
教
会
を
対
象
に
し
て
（
但
し
、
別

　
院
麦
院
並
び
に
こ
れ
に
付
属
す
る
教

　
会
は
こ
の
統
計
に
含
ま
れ
て
い
な
い

　
）
行
っ
た
教
勢
調
査
の
報
告
を
一
月

　
発
刊
し
た
。
調
査
は
全
国
各
組
に
一

　
、
二
名
の
調
査
員
を
委
嘱
し
、
調
査

．
員
が
押
型
の
各
寺
院
、
教
会
に
対
す

　
る
調
査
票
の
配
布
記
入
指
導
回
収
を

　
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
務
所
を
経

　
由
し
て
宗
務
所
へ
集
め
ら
れ
た
も
の

　
で
回
収
率
は
九
九
・
四
％
と
い
う
高

度
を
示
し
た
。
内
容
は
、
教
区
別
寺

　
院
・
教
会
別
調
査
票
回
収
状
況
を
記

　
し
、
寺
院
・
教
会
の
開
創
年
次
・
土

　
地
建
物
・
住
職
・
下
血
・
有
僧
籍
者

　
・
教
師
・
寺
族
の
職
業
・
教
化
活
動

　
・
檀
信
徒
な
ど
に
関
す
る
集
計
結
果

　
を
、
寺
院
・
教
会
・
組
別
都
道
府
県

　
別
等
の
項
目
に
わ
け
て
示
し
て
い

　
る
。

O
　
孝
道
教
団
で
は
昨
年
統
理
夫
妻
が

　
渡
米
し
、
北
米
開
教
の
道
を
つ
け
た

　
が
、
同
教
団
壮
年
会
長
・
同
青
年
会

　
長
が
こ
の
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の
ク
レ
ア

　
モ
ン
ト
大
学
に
比
較
宗
教
学
の
研
究

　
で
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を

　
機
会
に
ア
メ
リ
カ
布
教
に
当
る
こ
と

　
に
な
っ
た
。
ま
た
天
台
宗
延
暦
寺
の

　
大
講
堂
落
慶
を
祝
し
、
四
月
二
十
六

　
日
同
教
団
重
量
以
下
式
衆
、
檀
信
徒

　
な
ど
四
百
名
の
慶
讃
大
法
要
を
新
講

　
堂
で
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

O
　
曹
洞
宗
々
務
庁
で
は
、
か
ね
て
か

　
ら
計
画
し
て
い
た
禅
の
手
引
と
な
る

　
ス
ラ
イ
ド
を
、
東
大
小
石
川
分
院
精

　
神
医
学
教
室
の
平
井
氏
の
協
力
を
得

　
て
、
こ
の
程
「
現
代
を
救
う
禅
」
と

　
し
て
完
成
し
、
海
外
に
も
送
る
こ
と

　
に
な
っ
た
。

　
青
学
大
の
ビ
ク
ト
リ
や
講
師

　
　
　
　
雲
光
院
で
尺
八
の
稽
古

　
青
山
学
院
大
学
で
英
語
の
教
鞭
を
と

っ
て
い
る
傍
ら
、
日
本
の
ひ
な
び
た
情

緒
を
さ
ぐ
る
べ
く
尺
八
の
稽
古
に
精
進

し
て
い
る
、
米
国
人
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
A

・
ビ
ク
ト
リ
や
氏
は
、
こ
の
ほ
ど
心
仏

の
斡
旋
に
よ
っ
て
東
京
江
東
区
深
川
三

好
町
に
あ
る
、
浄
土
宗
雲
光
院
に
三
月

三
十
日
越
ら
四
月
六
日
目
で
の
一
週
間

宿
泊
し
て
尺
八
三
昧
に
精
進
す
る
こ
と

に
な
っ
た
ゆ
氏
は
今
年
六
月
頃
出
来
れ

ぽ
東
北
地
方
を
廻
り
、
寺
院
に
宿
泊
し

な
が
ら
〃
日
本
の
良
さ
”
を
見
出
し
た

い
と
云
っ
て
い
る
。

　
生
き
た
宗
教
を
フ
イ
ル
ム
に

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
人
夫
妻
来
日

　
こ
の
ほ
ど
フ
ラ
ン
ス
人
の
ジ
ャ
ッ
ク

・
デ
・
マ
ル
ケ
夫
妻
が
東
南
ア
ジ
ア
を

経
由
し
て
来
日
し
、
主
と
し
て
日
本
の

宗
教
の
現
状
を
フ
イ
ル
ム
に
お
さ
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
過
日
東
京
築
地

本
願
寺
に
も
参
拝
に
見
え
、
全
仏
の
石

川
国
際
局
長
と
種
々
懇
談
し
た
。
な
お

同
氏
は
四
月
早
々
京
都
へ
行
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
石
川
局
長
名
に
て
仏
教

文
化
研
究
所
の
藤
吉
慈
海
師
あ
て
に
紹

介
状
を
送
っ
た
。
夫
妻
は
京
都
で
は
関

西
日
仏
会
館
に
宿
泊
し
、
実
際
に
動
い

て
い
る
日
本
宗
教
の
姿
を
フ
イ
ル
ム
に

お
さ
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
サ
ー
・
ス
サ
ン
タ
・
デ
・
フ
ォ
ン

　
セ
力
大
使

　
三
月
十
七
日
午
後
十
一
時
、
東
京
田

園
調
布
の
大
使
館
公
邸
で
心
臓
マ
ヒ
の

た
め
急
逝
さ
れ
た
。
行
年
六
十
二
才
。

　
一
九
五
三
年
駐
日
セ
イ
ロ
ン
公
使
と

し
て
来
日
、
五
五
年
そ
の
ま
ま
初
代
大

使
に
任
ぜ
ら
れ
た
在
日
外
交
団
の
最
長

老
で
あ
る
。
熱
烈
な
仏
教
徒
で
、
全
仏

が
開
催
し
た
仏
教
徒
大
会
に
は
毎
回
の

よ
う
に
出
席
さ
れ
、
日
本
仏
教
徒
に
対

し
て
た
え
ず
激
励
の
こ
と
ぽ
を
お
し
ま

な
か
っ
た
。
本
葬
儀
の
日
取
り
は
未
定

で
あ
る
が
、
全
仏
で
も
と
り
あ
え
ず
弔

慰
の
詞
を
大
使
館
に
送
っ
た
。

　
仲
井
義
照
真
宗
木
辺
派
宗
務
長
逝
去

　
本
会
発
足
以
来
、
評
議
員
そ
の
他
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
真
宗
木
辺
派
宗

務
長
仲
井
義
照
師
は
、
昨
年
来
病
気
療

養
中
の
と
こ
ろ
、
三
月
八
目
瓶
去
さ
れ

た
。
行
年
七
十
五
才
。
全
仏
か
ら
直
ち

に
弔
電
が
送
ら
れ
た
。

　
佐
伯
良
謙
師
聖
徳
宗
管
長
逝
去

　
ゼ
ン
ソ
ク
の
た
め
療
養
中
の
と
こ
ろ

急
性
肺
炎
を
併
発
し
、
病
状
悪
化
し
て

三
月
八
日
法
隆
寺
で
逝
去
さ
れ
た
。
師

は
聖
徳
会
館
の
建
設
等
法
隆
寺
の
発
展

に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

　
乙
の
－
り
f
“
ノ
㍉
の
で
曜
〃
．
“
ρ
暫
’
ウ
い
」
“
♪
　
瞥
必
り
4
“
2
㌧
の
㌧
あ
　
L
硯
智
ノ
・
り

～
全
佛
事
務
総
局
だ
よ
り
の

△
時
局
対
策
協
議
会
は
既
報
の
と
お
り

　
三
月
十
四
目
力
強
く
発
会
し
た
。
第

　
二
回
目
の
幹
事
会
は
四
月
二
目
に
開

　
催
さ
れ
、
具
体
的
な
運
動
を
推
進
す

　
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
い
に
期
待
さ

　
れ
る
。

△
全
仏
事
務
所
は
築
地
本
願
寺
の
補
修

　
工
事
の
た
め
二
月
二
十
六
日
に
局
員

　
総
出
で
引
越
し
作
業
に
あ
た
り
、
本

　
願
寺
内
の
仏
教
文
化
⊥
父
流
協
会
図
書

　
室
に
お
い
て
事
務
を
と
っ
て
い
る
。

　
何
分
に
も
元
の
部
屋
の
四
分
の
一
の

　
狭
さ
な
の
で
事
務
は
勿
論
の
こ
と
、

　
来
客
の
接
待
に
も
不
便
を
来
た
し
て

　
い
る
が
、
五
月
一
杯
に
は
再
た
び
も

　
と
の
古
巣
へ
も
ど
る
こ
と
に
な
る
見

　
込
み
で
あ
る
。

ム
セ
イ
ロ
ソ
大
使
フ
オ
ソ
セ
カ
氏
の
急

　
逝
は
全
仏
教
徒
の
驚
ろ
き
と
悲
し
み

　
で
あ
っ
た
。
氏
の
日
本
仏
教
徒
に
の

　
こ
し
た
功
績
は
大
な
る
も
の
が
あ
る

　
御
冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。

△
九
州
大
会
も
三
ケ
月
後
に
迫
り
組
織

　
局
で
は
種
々
の
事
務
に
大
童
で
あ
る

　
が
、
こ
の
ほ
ど
ポ
ス
タ
ー
も
出
来
上

　
り
大
会
気
分
も
盛
り
上
っ
て
来
た
。

△
着
任
以
来
綿
密
な
仕
事
ぶ
り
で
定
評

　
の
あ
っ
た
吉
井
逆
詞
組
織
部
長
ば
、

　
こ
の
ほ
ど
自
県
の
都
合
で
辞
任
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
り
、
三
月
三
十
日
付
け

　
で
辞
表
が
受
理
さ
れ
た
。
後
任
と
し

　
て
岩
本
昭
典
師
（
曹
洞
宗
）
が
四
月
一

　
日
付
で
組
織
部
長
に
就
任
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
K
生
）
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